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	スライド 1: 　＊子宮頸がんワクチンについてお知らせ＊           ヒトパピローマウイルス(HPV)ワクチンの接種を逃した方へ   　　2024年夏以降の大幅な需要増により、HPVワクチンの接種を希望しても受けられなかった 　　　方がいらっしゃいます。そのため2022年4月から2025年3月末までにHPVワクチンを接種した 　　　方が、全3回の接種を公費で完了できるようになりました。                       ～　キャッチアップ接種のご案内　～  　🌼以下の２つを満たす方が、

